
「
彫
塑
ノ
教
授
方
法
」独〕

」

ミ

闘

闘

品

言

肛

申

報

書

、

三
、
亘

闘

声

誌

立

二

恥

申

報

書

四
、
麟
謬
四
十
豆
麟
肛
申
報
書
、

「
5
汀
麟
布
吊
及
メ
ダ
イ
ュ
ノ
研
究

及
其
教
授
方
法
」

五
‘
鍔
戸
蒜
司
閂
申
報
書
、
「
四
乾
竺
口
欧
人
ノ
目
ョ
リ
見
タ
ル
我

国
ノ
彫
刻
二
就
テ
」

六
、

「
彫
塑
製
作
法
及
其
教
育
法
〔
大
正
二
年
八
月
〕
」

七
‘
畔
鱈
一
咋
呈
肛
申
報
書
、

「
大
正
二
年
四
月
廿
九
日
仏
国

。ハ
リ
府

出
発
伊
太
利
二
入
リ
諸
市
ノ
彫
刻
ヲ
研
究
シ
大
正
二
年
六
月
廿
日
。ハ

リ
ニ
箔
ス
其
間
ノ
研
究
事
項
（
及
仏
国
美
術
ト
ノ
比
較
）
」

「
大
正
一
一
年
七
月
ョ
リ
十
月
二
至
ル
旅
行

〔仏
、

八
、
帰
朝
届

右
の
文
部
大
臣
宛
申
報
書
は
全
て
「
文
部
省
外
国
留
学
生
規
程
細
則
（
明
治

三
十
六
年
改
正
）
」
に
則
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
谷
の
場
合
の

よ
う
に
そ
れ
が
全
て
現
存
す
る
例
は
診
し
い
。
水
谷
の
み
な
ら
ず
日
本
近
代
彫

刻
史
研
究
の
た
め
に
も
喪
重
な
資
料
と
言
え
る
。
な
お
、
水
谷
と
同
時
期
に
利

学
し
た
小
林
万
吾
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
小
林
が
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
「
伊

太
利
巡
礼
日
記
」
（
控
）
が
残
っ
て
い
る
。

右
の
留
学
関
係
文
書
は
本
書
第
二
巻
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
第
二
巻
の
記
述
を
補
え
ば
、
水
谷
は
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
四

月
二
十
七
日
ま
で
パ
リ
で
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
研
究
を
行
い
、
五
月
ア
カ
デ
ミ
ー

・

ジ
ュ
リ
ア
ン
に
入
学
し
て
六
月
三
十
日
ま
で

ベ
ル
シ
ェ
に
就
い
て
彫
塑
を
研

究
。
そ
の
後
は
自
分
の
ア
ト
リ
エ
で
研
修
し
、
大
正

二
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で

イ
タ
リ
ア
を
旅
行
、
七
月
か
ら
十
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
旅
行
し
て
い

語
る

⑤

高
橋
蕎
庵
の
起
用

昭
和
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
九
月
一二
十
日
ま
で
高
橋
義
雄
（
号
第
庵
）
が

「
エ
芸
史
」
担
任
講
師
を
つ
と
め
た
。
第
庵
は
文
久
元
年
八
月
―
―
十
八
日
生
ま

れ
。
炭
応
義
塾
卒
業
後
時
事
新
報
記
者
と
な
り
、
明
治
二
十
年
渡
米
し
、
翌

二

十
一
年
米
国
ポ
ー
キ
プ
シ
ー

・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
商
業
学
校
を
卒
業
。
そ
の
後
一――

井
銀
行
理
事
、
三
井
呉
服
店
理
事
、

三
井
鉱
山
会
社
理
事
、
王
子
製
紙
会
社
社

長
な
ど
を
歴
任
し
て
明
治
四
十
四
年
実
業
界
か
ら
閉
退
、
専
ら
文
芸
著
作
に
従

事
。
茶
道
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
講
師
受
諾
に
つ
き
四
月
九
日
付
『
東
京

朝
日
新
聞
』
は
肖
像
写
真
入
り
で
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

〔
マ
マ

〕

上
野
美
術
學
校
へ
民
間
の
講
師
、
茶
道
の
大
家
猫
庵
高
橋
義
雄
氏
が
七
日
付

で
講
師
と
決
定
し
た
、
来
る
廿
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
二
時
間
、、つつ

「
茶
氾
か

ら
見
た
エ
悲
史
」
を
諧
義
す
る
氏
は
赤
坂
一
ッ
木
の
自
邸
で
謙
遜
し
な
が
ら

民
間
で
観
た
も
の
、
宜
瞼
し
た
も
の
を
學
生
に
吹
き
込
む
|
ー
と
い
ふ
の

は
和
田
校
長
の
新
ら
し
い
試
み
で
あ
り
門
戸
開
放
の
一意
味
で
も
結
描
と
思
っ

て
引
受
け
た
わ
け
で
す

⑥

石
沢
正
男
の
起
用

石
沢
正
男
は
明
治
三
十
六
年
三
月
――-
+

―
日
に
東
京
に
生
ま
れ
、

水
戸
中

学
、
私
立
日
本
中
学
、
第
一
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
術
史

学
科
に
進
み
、
昭
和
一一一
年
卒
業
。
同
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

る
。

第2痒： 制度確立期 654 


